
　
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も
生
か
せ

る
教
室
で
す
。

▽
教
室
名
・
日
時

①
ま
が
玉
づ
く
り
…
８
月
14
日
（木）
・

　
17
日
（日）
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
30
分

②
土
器
図
鑑
づ
く
り
…
８
月
16
日
（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
内
容

①
古
墳
時
代
に
主
に
作
ら
れ
た
ア
ク

　
セ
サ
リ
ー
を
簡
単
に
楽
し
め
る
方

　
法
で
作
り
ま
す
。

②
市
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
縄
文

　
土
器
の
拓
本
を
取
り
、
台
紙
に
貼

　
っ
て
図
鑑
を
作
り
ま
す
。

▽
参
加
費
　
ま
が
玉
づ
く
り
は
50
円
、

　
土
器
図
鑑
づ
く
り
は
１
０
０
円

▽
定
員
　
ま
が
玉
づ
く
り
は
各
回

　
20
人
、
土
器
図
鑑
づ
く
り
は
15
人

　
（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▽
対
象
　
小
学
生
以
上

※
ま
が
玉
づ
く
り
は
小
学
校
４
年
生

　
以
下
、
土
器
図
鑑
づ
く
り
は
小
学

　
生
の
場
合
、
保
護
者
の
同
伴
が
必

　
要
で
す
。

▽
講
師
　
文
化
財
係
職
員

▽
申
込
み
方
法
　
７
月
31
日
（木）
（
必

　
着
）
ま
で
に
　
往
復
は
が
き
に
参

　
加
希
望
教
室
の
番
号
、
住
所
、
氏

　
名
（
参
加
者
全
員
）
、
電
話
番

　
号
、
年
齢
を
記
入
し
、
送
付
し
て

　
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
教
室
は
「
電
子
申
請
」
で
も

　
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

▽
そ
の
他
　
複
数
の
講
座
に
申
し
込

　
み
で
き
ま
す
が
、
ま
が
玉
づ
く
り

　
は
両
日
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
二
宮
考
古
館

　
（
〒
１
９
７
―
０
８
１
４
　
二
宮

　
１
１
５
１
、
☎
５
５
９
・
８
４
０

　
０
、
火
曜
・
水
曜
日
、
祝
日
は
休

　
館
）

▽
日
時
　
８
月
10
日
（日）
　
午
前
10
時

　
〜
正
午

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
容
　
童
謡
・
唱
歌
を
青
年
学
級

　
す
ま
い
る
の
方
と
歌
い
ま
す
。

▽
講
師
　
三
浦
純
子
さ
ん
（
合
唱
指

　
導
者
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
の
方
、
障
が
い
の
あ
る
方
と
そ
の

　
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど

▽
定
員
　
50
人
（
申
込
み
順
）

▽
費
用
　
無
料

▽
企
画
・
運
営
　
あ
き
る
野
市
青
年

　
学
級
す
ま
い
る

▽
申
込
み
方
法
　
電
話
か
窓
口
で
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
（
☎
５
５
９
・
１
２
２
１
）

▽
日
時
　
８
月
31
日
（日）
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
４
時

▽
場
所
　
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３
階
ル

　
ピ
ア
ホ
ー
ル

▽
講
師
　
神
田
香
織
さ
ん（
講
談
師
）

▽
内
容
　
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か

　
ら
、
神
田
香
織
さ
ん
の
半
生
に
つ

　
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
講
演
の
み
で
講
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
定
員
　
50
人
（
申
込
み
順
、
定
員

　
に
な
り
次
第
終
了
）

※
２
月
の
大
雪
に
よ
り
延
期
し
た
講

　
演
会
の
追
加
募
集
で
す
。

▽
費
用
　
無
料

▽
そ
の
他
　
「
保
育
」
と
「
手
話
通

　
訳
」
が
あ
り
ま
す
（
事
前
申
込
み

　
が
必
要
。
保
育
は
２
歳
か
ら
就

　
学
前
ま
で
の
幼
児
、
お
お
む
ね
10

　
人
）
。
抽
選
で
講
師
の
サ
イ
ン
入

　
り
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▽
企
画
・
運
営
　
女
と
男
の
ラ
イ
フ

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

▽
申
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
（
☎
５
５
９
・
１
２
２
１
）

※
最
新
情
報
を
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（h

ttp
:/
/
ta
m
a
-
s
p
o
.c
o

　m
/
a
k
iru
n
o
/

）
で
ご
案
内
し

　
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
８
月
12
日
（火）
　
午
前
９
時

　
〜
10
時
30
分

▽
内
容
　
衣
服
を
着
た
状
態
で
の
遊

　
泳
体
験
や
道
具
（
空
の
ペ
ッ
ト
ボ

　
ト
ル
な
ど
）
を
使
用
し
た
水
中
で

　
の
セ
ル
フ
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
講
習

　
の
中
で
実
際
に
体
感
し
学
び
ま
す
。

▽
対
象
　
小
学
生
（
３
年
生
以
下
は

　
18
歳
以
上
の
方
の
付
き
添
い
が
必

　
要
で
す
）

▽
費
用
　
１
５
０
円
（
施
設
利
用
料

　
込
み
）

※
付
き
添
い
の
方
も
、
大
人
は
３
０

　
０
円
、
市
内
の
65
歳
以
上
の
方
は

　
１
５
０
円
（
共
に
施
設
利
用
料
込

　
み
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▽
定
員
　
20
人
（
付
き
添
い
の
方
を

　
含
む
・
申
込
み
順
）

▽
持
ち
物
　
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　
（
２
　
）
、
タ
オ
ル
、
洗
っ
て
あ

　
る
靴
、
水
泳
帽
、
濡
れ
て
も
良
い

　
服

▽
申
込
み
方
法
　
７
月
31
日
（木）
ま
で

　
に
、
電
話
か
直
接
窓
口
で
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い
。

二
宮
考
古
館

夏
休
み
体
験
教
室
第
２
弾

市
民
企
画
講
座

み
ん
な
で
楽
し
く
童
謡
・

　
唱
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う

花
も
嵐
も
、
講
釈
師
が
語
り
ま
す

バ
ツ
イ
チ
子
連
れ
、

　
　
　
　
　
泣
き
笑
い
半
生
記

市
民
プ
ー
ル

申
込
み
・
問
合
せ

☎
５
５
０
・
１
７
１
１

　「昔は提灯持ってよぅ、養沢
の衆はこの道を歩いて御岳にお
酒を飲みに行ったと聞いたぞ。」
昨年12月から養沢自治会主導で
昔道のひとつ「大野道」の復活
整備を行いましたが、その時に
教えていただいたことの一部です。
昭和の初め頃、養沢の男たちの
居酒屋は山を登った頂上にあっ
たようです。
　大野道の整備は自治会で11回、
レンジャーはそのうちの７回協
働で実施し、ようやく今年の５
月に道標を取り付け完成に至り
ました。荒れた道を整備し土留
めを作り、必要な箇所には倒木
や切り捨てられた材を利用して
階段や橋を設置しました。
　実はこの大野道が存在したこ
とにはとても重要な意味があり
ます。昔は御岳講の本道として
利用されており、市内外から多
くの人が養沢を訪れました。御
岳講とは山の神「おいぬ様」を
祀り、１年の無事や豊作をお願
いするものです。信仰だけに留
まらず、多くの人が集う情報交
換の場にもなっていたようです。
養沢は全国の情報が行き交う先
進的な地域だったのかもしれま
せん。私が養沢の方から聞いた
話によると、江戸時代中期から
御岳講が広まり、昭和30年頃ま
では養沢を訪れる人がいましたが、

その後大野道を歩く人はいなく
なったそうです。
　御岳講は、人の手では思いど
おりにならない自然と折り合い
をつけて生きてきた人々の大切
な願いが込められたものだった
のでしょう。それは、祀られて
いるおいぬ様が絶滅したとされ
るニホンオオカミのことで、人
を襲ったという話もありながら
盗難・火難除け、農作物を荒ら
すイノシシやシカを食べ、畑を
守ってくれる聖獣として古来か
らあがめられていたことからも
見て取れます。オオカミの存在
を受け入れ尊敬して生きていか
なければ、人が生き残れなかっ
たのかもしれません。
　時代は変わり人の生活も変わ
りました。その結果、自然も変
わりました。それでも変わらな
いのは、人は自然に生かされて
いるということでしょう。あの
頃に思いをはせながら、養沢の
皆さんの知恵と経験が詰まった
道を、もう一度歩いてみようと
思います。（加瀬澤）

　消費生活相談では、主に消
費者と事業者の間で起こる契
約トラブルの相談を消費者か
ら受け、専門の相談員が法律
的な見解や消費者問題での一
般的な考え方などから、その
解決に向けた助言をします。
　相談の際は契約内容を整理
したメモや契約書面があると
スムーズです。相談内容によ
っては、より専門性の高い相
談機関などを紹介させていた
だく場合がありますが、内容
の幅広さも「消費生活相談」
の特徴です。「これは相談し
てもいいのかな？」と疑問に
思ったら、まずは気軽に消費
生活相談窓口をご利用くださ
い。電話でも相談にお答えし
ます。

〇あきる野市消費生活相談窓
　口
　●開設日時…毎週月曜・木曜
　日　午前９時～午後４時
　（正午～午後１時を除く）
※予約の必要はありません。
　●場所…市役所１階市民相談
　室
※月曜・木曜日以外でお急ぎ
　のときは、東京都消費生活
　総合センターにご相談くだ
　さい。
〇東京都消費生活総合センタ
　ー
　●開設日時…毎週月曜日～土
　曜日　午前９時～午後５時
　●消費生活相談（多重債務相
　談も受け付けています）…
　☎０３－３２３５－１１５
　５

着
衣
水
泳
講
習
会

尾根に設置したベンチでいっぷく尾根に設置したベンチでいっぷく

土器図鑑 まが玉

リ
ッ
ト
ル

どうひょう


